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株式会社ひとまいる（旧:カクヤスグループ、本社:東京都北区、代表取締役社⾧ 兼 CEO:前垣内洋行）は、日本ガ

ラスびん協会（本部:東京都新宿区、会⾧:石塚久継）が主催するイベント『つづくにつづけ』第 2 弾が 10 月 26 日

（月）より開催されるにあたり、本取り組みを支援することをお知らせいたします。 

 

ひとまいるの子会社で酒類等の販売・デリバリー事業を展開する株式会社カクヤスの「2way 型物流サービス」を活用し、対象

店舗（東京・大阪エリア）へのリターナブルびん製品の納品および空き瓶の回収を通じて、持続可能な循環型社会の推進に貢

献してまいります。 

 

 

 

■『つづくにつづけ』企画概要――――――――――――― 

洗って繰り返し使えるリターナブルびんの「循環」を、物語を通して体験していただく短編小説アンソロジー企画『つづくにつづけ』

の第 2 弾が開催されます。 

大好評となった昨年に続き、2 年目となる本年は新たな作家 5 名を迎え、総勢 8 名が参加。実施エリアも東京に加え愛知・京

都・大阪へと拡大し、地域を越えて展開されます。 

 

参加店舗で対象のリターナブルびん飲料をご注文いただいたお客様へ、書き下ろしの短編小説をプレゼント。1 本のリターナブ

ルびんが巡る姿を物語の「バトン」になぞらえ、味わいながら作品を楽しむ新しい読書体験を通じて、持続可能な未来について考

えるきっかけを届ける取り組みです。 

2026 年 10 月 26 日 

株式会社ひとまいる 

株式会社カクヤス 
関係者各位 

ひとまいる、日本ガラスびん協会主催イベント『つづくにつづけ』に今年度も協力 
～リターナブルびんの魅力を短編小説とともに届ける循環型社会への取り組みを拡大～ 
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＜イベント詳細＞ 

・開催期間:2026 年 10 月 26 日週～12 月 13 日週 

 ※各店無くなり次第終了となります 

 

・参加作家と配布予定スケジュール 

10/26 週:大島育宙さん、モモコグミカンパニーさん 

11/9 週:斉藤壮馬さん、こだまさん 

11/23 週:カツセマサヒコさん、清繭子さん 

12/7 週: 崎山蒼志さん、タカノシンヤさん 

 

・つづくにつづけ公式サイト:https://tsuzuku-ni-tsuzuke.jp/ 
・主催:日本ガラスびん協会 https://glassbottle.org/ 

・協力:株式会社ひとまいる（旧:カクヤスグループ） 

 

 

・参加飲食店・銭湯一覧 

＜東京都＞ 
・飲食店 
MIA MIA Kuramae 
喫茶 HOLLYday 
喫茶ながれる 
下北現像所 
お粥とお酒の ANDON シモキタ 
クジラ荘 
走馬灯 
喫茶 村田商會 
MIA MIA Tokyo 
 
・銭湯 
薬師湯 
電気湯 
金春湯 
えごた湯 
妙法湯 
巣鴨湯 
十條湯 
湯遊邸 松の湯 
府中湯楽館 桜湯 
立川湯屋敷 梅の湯 
三鷹 千代乃湯 
 

 

 
 

 

 

＜愛知＞ 
・銭湯 
ぽかぽか温泉 新守山乃湯 
白山温泉 
 
＜京都＞ 
・飲食店 
喫茶マドラグ 
喫茶ガボール 
 
・銭湯 
門前湯 
平安湯 
小町湯 
五香湯 
船戸湯 
 
＜大阪＞ 
・飲食店 
喫茶水鯨 
 
・銭湯 
ユートピア白玉温泉 
入船温泉 
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【株式会社ひとまいるについて】 

本  社:東京都北区豊島 2-3-1  

代表取締役:前垣内 洋行 

設立(創業):1982 年 6 月 15 日（1921 年 11 月 1 日） 

事 業 内 容:販売プラットフォームの運営、グループの事業戦略   

         構築、経営管理およびそれに付帯する業務 

U  R  L:https://www.hitomile.co.jp/ 

■「SO BLUE ACTION」について――――――――――――――― 

日本ガラスびん協会が推進する、リターナブルびんおよ

びびんリユースの価値を再発見・再定義するプロジェクトで

す。 

環境負荷が少ない優れた循環型容器でありながら利用

が減少傾向にあるリターナブルびんを、日々の暮らしに自

然と馴染む体験として提案し、人々の意識や行動を変え

ていくことを目指しています。 

 

・SO BLUE ACTION の活動について≫ 

https://note.com/binkyo_glass/m/m39c65fe6ba82 

 

■ひとまいるの取り組みと想い――――――――――――――― 

当社グループは、酒類等の販売・自社配送網を通じ

て、リターナブルびんの納品だけでなく、空き瓶を自社で回

収してメーカーへ返却する「2way 型物流」を⾧年運用し

てまいりました。 

 

リターナブルびんは単なる環境負荷低減のツールにとどま

らず、飲食店や銭湯文化とも深く結びついた、日本の風情

ある食・生活文化そのものです。 

 

当社グループは、自社物流インフラを最大限に活かして循環型社会の構築に貢献するとともに、この大切な文化と資源を次

世代へ受け継ぐための取り組みを今後も推進してまいります。 

 

・ひとまいるの環境への取り組み≫ 

https://www.hitomile.co.jp/sustainability/activity/environment/circulation.html 

 

 

 

 

 

  

【本件に関するお問い合わせ先】   

株式会社ひとまいる 広報担当 

TEL:03-5959-3088   

MAIL:ir@hitomile.co.jp 

 


